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家族看護実践における文化的能力

一「文化」の視点を取り入れた家族看護の可能性－

千葉大学看護学部

岩崎弥生

｜．はじめに

「文化J概念の定義は変遷の歴史をもちJI，人類学

者の数だけ定義があるなどと言われている21. 本稿

では， f文化」を，特定の集団のメンバーによって学

習・共有される行動様式や生活様式を規定する前提

と定義する．また，同じ人間集団内の差異（たとえば，

年齢，性別，階級，民族的なサブグループなどによる

差異）を内包しているものとして， 「文化Jをとらえ

る．

11. 文化的能力

文化的能力（culturalcompetence）は，人種的に

も民族的にも多様性が増大している米国で，保健医

療へのアクセス及び、保健医療の質における民族聞の

格差や差別を縮小することを目的に発達した．文化

的能力は，しばしば，対象者の多様な価値観や信念を

理解し，彼らの社会文化的・言語的ニーズを満たす

ことを意味するお．

しかし文化的能力が目指すところはもう少し広

く， f一つのやり方に全員を従わせるjといった現行

の保健医療システムから 多様な対象者に対応でき

るシステムに転換することを含んでいる41. つま

り，多様な対象者のニーズに個別に配慮するという

ことである．これは，当事者の視点からヘルスケアを

組み立てることを意味する．したがって，私たちに

は，個々の家族の戸を聞き取る能力が求められてく

る．

111. r文化Jの視点

1.多層性

江口51は，臨床の現実が単一ではなく，「画一的な

ものへと収蝕する求心的言語と，そこから逃れるよ

うに個別性，多様性へと拡散する遠心的言語が交錯

してjいることを指摘し I文化Jの視点が臨床の現

実の多層性を明らかにできるとしている．つまり，

「文化jの視点は，求心的言語（例えば診断）と遠心

的言語（例えば個々の患者の苦悩）の間を往復しつ

つ，誰にとっての現実なのかを問いかけながら，絶え

ず土着的，個別的な文脈に立ち戻ることを可能にす

る．土着的な文脈に立ち戻るとは，「現地人の声Jす

なわち「当事者の声Jに耳を傾け， 「当事者の視点j

から現実を再構成することを意味する．

2.多様性

f文化Jの視点は，また，事象の多様性・状況依存

性を前提としている．したがって，「文化Jの視点か

らは，どのような形の家族も存在しうると考える．た

とえば，一つの家族のありようや機能の仕方が主流

であるとしても，それが絶対的，普遍的なものだとい

うとらえ方はせずに，そうした家族のありようや機

能の仕方は，ある特定の時代の特定の心理社会的背

景から生起したものだといった考え方をする．

換言すると，「文化Jの視点に立つ看護職者は，ど

のような家族であれ，そのあり様も機能の仕方も含

めて優劣や善悪の立場から理解するのではなく，そ

の文脈からとらえることになる．そして，自文化の絶

対性を疑い相対化することで自分の事象のとらえ方

を問い直し，異質なものを排除するのではなく受け
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入れていくことができるような自分を創っていくこ

とになる．

3.看護文化

その他，「文化Jの視点では，看護も一つの文化で

あり，看護の専門的知識体系も，文化的文脈に立ち現

れるびとつの現象として理解する．たとえば，家族シ

ステムといった概念は家族看護の重要な概念ではあ

るが，そうした概念自体，一つの時代の特定の文化の

「家族のとらえ方」にすぎないと考えるわけである．

専門知識体系が時代と文化の制約を受けるのは自

明のことではあるがうしばしば私たちはそれを忘れ，

現存する知識が絶対であると考える傾向がある．「文

化Jの視点は，そうした知識の絶対性を問うことを可

能にする．同時にそれは，看護そのものを文化として

とらえる視座も提供する．つまり，私たちが家族と接

するときには，私たちだけではなく，家族も異文化体

験をしているということである．このことは，私たち

のリアリティが家族のそれとだいぶ異なるかもしれ

ないということ，私たちがもうひとつのリアリテイ

すなわち家族のリアリティを発掘しなければならな

いということ，家族だけではなく私たち自らも変容

する関係を作る必要があるということを意味してい

る．

IV. まとめ

まとめに代えて，阿部年晴61の論文から，エシュと

いう神の話を紹介する．

ナイジエリア西部に住むヨルパ人は四百を越す

神々を擁する万神殿を持っているが，その中でも至

高神に最も近い強大な神にエシュと呼ばれる神がし、

る．エシュの特徴のひとつは，両価性や暖昧さにあ

る．－ーヨルパ人のイメージの中でエシュは時に老人

であり，時に幼児であり，あるいは，同時に老人でも

幼児でもある．エシュはまた，賢者であると同時に愚

者であり，そもそもエシュにおいては，この三つは盾

の両面でしかない．自分の内に相対立する極を持っ

ているエシュは，世界の異なる領域を往還し結び付

ける使者である．…エシュのもう一つの特徴は，手に

負えないいたずら者だと言うことである．エシュの

いたずらは，平和なところに争いを，秩序と調和が支

配しているところに混乱を持ち込むという形をとる

ことが多い．争いのない模範的な家庭があるとか，決

して争ったことのない友情の鑑のような親友がい

る，などといううわさを耳にするとエシュは不機嫌

になる．面白にかけても騒動を起こしてやろうと，早

速出かけて行って得意のトリックをつかつて混乱や

争いの種を播いてー騒動引き起こす．エシュは，時に

は幼児のように無邪気に社会の常識や捉を無視し，

時には経験を積んだ老人の知慧によってそれをから

かい批判する．いたずら者としてのエシュは，同時

に，見せかけの平和の中から不和の種をあばき出し

て混乱を招きょせ，より包括的な活力ある秩序を形

成することを助ける生成と偶然の神である ヨルパ

の万神殿では，エシュは，秩序と必然の神よりも格の

高い神とされている6).

エシュの神話は，人間界の事象が多層的・多面的

であり，ひとつの枠組ではとらえきれないこと，混乱

や不和からより高度な秩序が構築されることを示唆

している．多層的な家族の現実をとらえるにはうやは

り複数の視点やアプローチが必要になる．さらに，混

乱を歓迎するといった視点も家族看護実践において

は必要なのかもしれない．
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